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令和７年７月１日発行 第４1号
■発行所／古河市行政自治会　　事務局 TEL 0280-92-3113　　　■発行人／会長　小川　久雄

回覧『行政自治会だより』は古河市公式ホームページ（市民協働課）からも
ご覧いただけます。

自治会長・行政区長退任者に感謝状を贈呈

地区長・副地区長会議報告　役員決定

令 和７年 度　感 謝 状 受 賞 者
地区名 自治組織名 氏名（敬称略）  在職年数
第 5 中　横 中　村　　　仁 26年
第 2 南新町 豊　田　　　慧 14年
第 3 下　三 吉　田　昭　万 13年
第 2 八幡町 穐　山　　　廣 11年
第15 諸川上町一 関　　　秀　雄  9年
第 7 光陽台 廣　瀬　健　二  7年
第14 久　能 落　合　秋　男  7年
第 7 けやき平 山　口　義　美  5年
第 2 末広町 青　木　　　馨  4年
第 7 坂間企業団地 小　川　守　夫  4年
第 4 大山サンハイツ 佐　藤　政　富  4年
第20 間中橋南 村　田　憲　蔵  4年

役員一覧
役職 氏名 地区名

会　長 小川　久雄 第 6地区
副会長 長濵　　忍 第 9地区
副会長 梅津　信男 第16地区
理　事 秋山　和彦 第 3地区
理　事 宗像　久子 第12地区
理　事 永井　行男 第20地区
会　計 松本　桂一 第 4地区
監　事 長嶋　輝夫 第10地区
監　事 湯本　　豊 第19地区

地区長・副地区長一覧
地区名 地区長 自治組織名 副地区長 自治組織名
第 1 須　田　昭　二 観音寺 小　出　富　也 厩　町
第 2 松　田　　　廣 元　原 萩　原　　　弘 雷電一丁目
第 3 秋　山　和　彦 下山二丁目 田　口　勝　己 下　三
第 4 松　本　桂　一 中田町 原　口　泰　仁 中田一丁目
第 5 粕　谷　達　章 五丁目 上　村　憲　一 中　横
第 6 小　川　久　雄 緑　町 関　　　一　郎 常盤台
第 7 平　石　　　清 東　谷 小　野　　　等 鳥喰町
第 8 関　根　　　進 関　戸 田　神　仁　志 稲　宮
第 9 長　濵　　　忍 東泉町 髙　橋　　　正 東牛谷
第10 長　嶋　輝　夫 中辺見 野　口　雅　司 女　沼
第11 舩　橋　敏　夫 上辺見南町 荒　木　　　功 下辺見
第12 宗　像　久　子 駒羽根住宅団地 成　田　愛　偉 駒羽根元橋
第13 鎌　仲　英　俊 砂井新田 𠮷　沼　明　夫 高　野
第14 伊　藤　勝　之 柳　橋 湯　本　　　亨 久能せせらぎ
第15 鶴　見　好　男 諸川上町 関　根　　　徹 諸川西松原
第16 梅　津　信　男 上片田宮前 靍　見　尚　史 上片田
第17 鮎　川　　　稔 大和田上 鈴　木　　　武 大和田下
第18 吉　葉　秋　夫 仁連上町五 原　　　竹　夫 北山田
第19 湯　本　　　豊 小立野第二 大　木　直　人 大　綱
第20 永　井　行　男 下尾崎二 塚　原　治　夫 丸　山

　令和７年４月25日（金）に野本電設工業コ
スモスプラザにおいて、在職４年以上で退任さ
れた自治会長・行政区長に感謝状が贈呈されま
した。
　退任された12名を代表し、下三自治会の吉

よ し

田
だ

昭
て る

万
か ず

様が感謝状と記
念品をお受け取りにな
りました。
　長い間、大変お疲れさ
までした。
　続いて、令和７年度自
治会長・行政区長の認証
書交付式が行われ、市長
から認証書が手渡され
ました。

　令和７年４月21日（月）の委嘱状交付式終了後に、第１回地区長・副地区長会議が行われました。この会議
で役員退任に伴う後任の役員が決定され、新年度の事業計画や予算について協議し承認されました。役員名簿及
び地区長・副地区長名簿については、次のとおりです。
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編集後記
　古河市は平成17年９月に３市町が合併して記念すべき20年が過
ぎようとしています。そして、行政自治会だよりも平成23年７月
創刊号発行から今回で41号の発行となりました。
　行政自治会だよりは、引き続き市民の皆様に行政自治会の活動や
地域の話題を提供していきたいと思いますので、今後ともご支援の
程、よろしくお願いいたします。 （広報委員長　長濵　忍）

行政自治会広報委員会
委員長　長濵　　忍
委　員　秋山　和彦　関　　一郎
　　　　小野　　等　舩橋　敏夫
　　　　鎌仲　英俊　湯本　　亨
　　　　関根　　徹　梅津　信男
　　　　永井　行男

「こがでくらすと」ブランドムービーはこちらから　

古河市行政自治会・古河市コミュニティ推進協議会 
合同研修会を開催

令和７年度古河市行政自治会講演会

　令和７年２月９日（日）行政自治会・コミュニティ推進協議会が合同で研修
会を開催しました。この研修会では、災害対策の専門家として有名な常磐大学
総合政策学部学部長の砂

い さ ご

金祐
さ ち と し

年氏を講師にお招きし、講話をいただきました。
　講話では、自治会で起きている人口減少や高齢化の問題について分かりやす
く説明してくださいました。その中で、自治会に入っていない人たちに活動を
知ってもらい、理解してもらうことが大切であり、地域ごとに「地区コミュニ
ティプラン」を作り、活動内容の「見える化」が必要だと学ぶことができまし
た。
　さらに、自治会がうまく活動するためには、行政や学校、企業と力を合わせ
ることが大切だとおっしゃっていました。
　研修会には300人以上の方が参加され、大成功となりました。このような素
晴らしい研修会が開催できたのは、砂金氏や市民協働課の皆さんのおかげです。
 （広報委員　秋山　和彦）

　令和７年４月25日（金）に開催された茨城県生涯学習・社会教
育研究会会長の長

は

谷
せ

川
が わ

幸
こ う

介
す け

氏の「自治会は安心・安全の財産」の講
演は大変意義深い内容でした。人類にはお金に換算できない富の
話、人類の共有財産（コモン）の話は興味深く賛同できました。
①人間は地球上で支え合いながら「集団脳」を大きくした。不測の
事態・日々の課題を家族、地域、団体、職場の集団で解決している。
②故郷の山や川がコモンであるように「つながり」もコモン。地域
社会はコモンの原点であり、コモンを守るのは「自治」である。
③人間は「多様なつながり方」を作り、社会という「つながり」は
問題解決の保険であり、幸せ装置。社会を守るには、自治が必要に
なる。
　自治会活動の大切さを改めて感じました。
 （広報委員　鎌仲　英俊）

講師　砂金　祐年氏

講師　長谷川　幸介氏

長谷川氏と小川会長の歓談


